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論 文 内 容 の 要 旨 
 

  要介護高齢者で低栄養状態になると、筋や骨の減少による運動機能低下や免疫機能の低下による感
染症の発症など様々な問題が生じる。要介護高齢者が低栄養状態に至る要因として摂食嚥下機能の低下

があるが、在宅要介護高齢者を対象にこれらの関係を調査した縦断研究はほとんどみられない。そこで

本研究では、在宅要介護高齢者を対象とし、嚥下機能を含めた口腔状態が栄養状態に及ぼす影響を1年

間追跡して前向きコホート研究を行った。 

 研究対象者は福岡県在住の 60歳以上の在宅療養要介護高齢者 339名とした。ベースライン時に栄養

状態、口腔の健康状態（現在歯数と義歯の使用の有無）、嚥下機能、食形態日常の食事における刻み等

の加工の有無）、認知機能、全身状態、日常生活動作を評価した。1年後に追跡ができなかった76名を

除く 263名に対し、栄養状態の変化と死亡の有無を評価した。そのうちデータ欠損のあった 36名と死

亡者７名を除外し、ベースライン調査において低栄養を認めない177名を分析対象者とした。統計解析

は、低栄養の発生を従属変数としてロジスティック回帰分析（変数減少法）を行った。 

 1年後の追跡調査において低栄養を認めなかったものは161名（91.0%）低栄養を認めたものは16名

（9.0%）であった。低栄養を認めなかった群のうち 38名（23.6%）、低栄養群のうち 9名 (56.2%)の者

はそれぞれベースライン時点で嚥下機能の低下を認めた。ロジスティック回帰分析の結果、嚥下機能低

下[（Risk ratio (RR:5.21), 95% Confidence Interval(CI:1.65-16.43)］は低栄養との関連が認めら

れた。一方、口腔の健康状態は低栄養との関連は認められなかった。 

 本研究の結果より、在宅要介護高齢者の低栄養状態の発生に嚥下機能が関連していることが示唆され

た。在宅要介護高齢者において、嚥下機能を考慮して口腔機能を維持、向上させることは低栄養の予防

や改善につながると考えられる。 

 

 


